
W.Wordsworth研 究

TotheCuckooとTheDaffodils

池 井 るい子

1798年 にWilliamWordsworth(1770～1850)は,S.T.Coleridge(1772

～1834)と 共 著 で 詩 集LyricalBalladsを 出 し た が,こ れ が 英 文 学 史 上 ロ

マ ン主 義 の 最 初 の 年 と な っ て い る 。1800年 の 第2版 及 び1802年 の 第3版

に そ れ ぞ れ 序 文 が つ け ら れ,こ の 序 文 はWordsworthの 詩 論 と して 手 を

加 え ら れ,1845年 出 版 の 詩 集 で そ の 最 終 的 な か た ち を と る に 到 っ た 。 こ

の 序 文 に は 次 の よ う な 文 が あ る 。

"Theprincipalobject
,then,proposedinthesePoemswastochoosein-

cidents-andsituationsfromlife,andtorelate.ordescribethem,through-

out,as-faraswaspossibleinaselectionoflanguagereally,usedbymen,

and;atthesametime,tothrowoverthemacertaincolouringofimagina-

tion,wherebyordinarythingsshouldbepresentedtothemindin:unusual

aspect;"11'

Wordsworthは 日常 普 通 の 生 活 か ら,事 件 や 情 況 を 選 び,そ れ ら を 人 々

が 実 際 に 話 す 言 葉 で 描 き,又 そ れ ら に 想 像 力 を 加 え て 詩 を書 い た 。 そ う

し た 数 多 い 作 品 の 中 か ら,多 く の 人 々 に 親 し ま れ て い る2つ の 詩 丁・

theCuckooとTheDaffodils("Iwandredlonelyasacloud")を と り上 げ

て み た い 。

WordsworthはLylicalBalladsを 出 版 後,1798年9月Coleridgeと 妹

Dorothyと ド イ ッ 旅 行 に 出 か け,翌 年4月 に 帰 国 後 そ の 秋,

Westmoreland,GrasmereのTown-endに 家 を み つ け,1808年 迄 こ こ で

す ご し た が,こ れ が 有 名 な"DoveCottage"で 上 記 の2篇 を含 め,彼 の

傑 作 の 大 部 分 は こ こ で 書 か れ た 。 こ の 時 期 は,幼 時 に 両 親 を 亡 く し て 以
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来,初 め て 詩 人 の 生 活 が 安 定 し,精 神 的 に も 落 ち つ い た 状 態 で あ っ た 。

Cambridge,St.John'sCollege卒 業 後,フ ラ ン ス 革 命 に 興 味 を 感 じた 彼 は,

1791年 に フ ラ ン ス に 渡 り,AnnetteVallonと 恋 に お ち,娘Carolineが 誕

生 す る が2人 は 結 ば れ ず,1802年Annetteと の 仲 を清 算 し そ の 年 の10月

に 幼 な じ み のMaryHutchinsonと 結 婚,次 々 と子 供 に も 恵 ま れ た 。 又

1795年 以 来 詩 人 の 妹Dorothyは,終 生 彼 の 身 辺 に あ っ て 彼 を 助 け,

Dorothyの 残 し た 日 記 は,兄 妹 の 生 活 を 知 る 貴 重 な 材 料 で あ る 。 妹

Dorothyが 詩 人 に 与 え た 影 響 は 大 き な も の で,彼 の 作 品 に 次 の よ う な 詩

が あ る 。

Shegavemeeyes,shegavemeears;

Andhumblecares,anddelicatefears;

Aheart,thefountainofsweettears;

Andlove,andthought,andjoy'Z'

Wordsworthは 眼 に う つ る も の,耳 に き こ え る も の,そ れ に"love"

"th
ought"そ して"joy"を 加 え て 詩 に し た の だ っ た 。 こ の"joy"は,

詩 人 の 作 品 の 一 つ の 大 き な 特 徴 と も い え よ う 。

Dorothyの 日 記 に よ る と,1802年3月23日 に"Williamworkedatthe

Cuckowpoem"(31と あ り,3月26日 に も"WilliamwrotetoAnnettethen

workedattheCuckow",同 日に 彼 は``MyheartleapsupwhenIbehold"

を 書 き,翌27日 にlmmortalityOdθ(Odelntimationsoflmmortalityfrom

RecollectionsofEaylyChildhood)を 書 き始 め た と あ る 。(41

ToTheCuckoo

OBIitheNew-comer!Ihaveheard,

Iheartheeandrejoice,・.

OCuckoo!shallIcalltheeBird,

OrbutawanderingVoice?
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While I am lying on the grass 

Thy twofold shout I hear; 

From hill to hill it seems to pass 

At once for off, and near. 

Though babbling only to the Vale, 

Of sunshine and of flowers, 

Thou bringest unto me a tale 

Of visionary hours. 

Thrice welcome, darling of the spring! 

Even yet thou art to me 

No bird, but an invisible thing, 

A voice, a mystery; 

The same whom in my schoolboy days 

I listened to; that Cry 

Which made me look a thousand ways 

In bush, and tree, and sky. 

To seek thee did I often rove 

Through woods and on the green; 

And thou wert still a hope, a love; 

Still longed for, never seen. 

And I can listen to thee yet; 

Can lie upon the plain

一3一



W.Wordsworth研 究

And listen, till I do beget 

That golden time again. 

 0 blessed Bird! the earth we pace 

Again appears to be 

An unsubstantial, faery place; 

That is fit home for Thee!

郭 公 は詩 人が特 に愛 した鳥 で,こ の鳥 を主題 とした作 品 は他 にThe

CuckooandTheNightingale,TotheCuckoo(Notthewholewarbling),The

CuckooatLaverna,TheCuckoo-clock等 が あ るが,こ こで と り上 げ るTo

theCuckooはShelleyのToaSkylark,KeatsのNightingaleと 共 に有名 な

詩で ある。

この詩 は,Wordsworthが 序 文で のべ ている ように,日 常 の事物が詩

人 の想像力 で神 秘化 されてい る。32歳 に なる詩 人がcuckooの 声 をきい

た時,そ の声が詩人 に何 を回想 させ,何 を感 じさせ たかを詩 に した もの

で,作 者 を知 るのによい作品の1つ である。

StJはcuckooを"BlitheNew-comer"と 作 者特有 の喜 び をこめ た表現

で よびか け,そ の声 を きくと春の訪 れ を感 じると共 に昔 きいた少 年時代

の感覚が よみがえ り,当 時 と同 じ喜 び を感 じるとい うことに詩人 は歓喜

をお ぼえている。 これ は続いて書かれた詩"Myheartleapsup"に,虹

をみ ると大人 にな って も幼い時 と同 じに心が ときめ くとい ってい るよう

に,作 者 は 自分 の 自然に対 す る感動の変 らない喜び を,次 の句"Ihave

heard,/Iheartheeandrejoice."と い う言 葉 で表 現 してい る。"ShallI

calltheeBird,/OrbutawanderingVoice?"と よ びか けて い るの は,姿

の見 えないcuckooを 抽 象化 し,空 間的感覚 と結 びつい た物音 に神 秘的

な感 じをそそ られてい る。"Yes,itwasthemountainecho"で はcuckoo

に こ だ まするやまびこは,永 遠 界か らひびいて来る神 の声で ある と,音
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を も う 一 歩 進 め て 霊 的 反 響 と し て い る 。"Listenponder,holdthem

dear;/ForofGod,‐ofGodtheyare."`5'

"
wanderingvoice"と い う 表 現 はTheCuckooatLavernaで は"Agra-

tulationfromthatvagrantvoice(1.26)",The(uckoo-clockで は"Tomock

thewanderingvoicebesidesomehauntedstream(1.33)","TotheCuckoo

(1827)で は"Andthyerraticvoicebefaithfultothespring.(1.14)"と

"
vagrant","erratic"等 の 表 現 が と られ て い る 。

St.IIはcuckooの 声 に 耳 を 傾 け る 詩 人 の 状 態 で,"atoncefaroff,and

near"は 遠 く に 又 近 く と い う 表 現 に 詩 人 に と っ てfar・ は 遠 い 昔 の 少 年 時

代,nearは 今 現 在 と2つ の 時 を連 想 さ ぜ て い る 。,

St.IIIで は 何 気 な く う た っ て い るcuckooの 声 を き い て い る 詩 人 は"a

talesofvisionaryhours"を 想 い 出 す 。 こ の"visionaryhours"は 詩 人

に と っ て 自 然 と共 に す ご し た 少 年 時 代,:見 る も の き く も の す べ て が 超 自

然 的 栄 光 と歓 喜 に み ち あ ふ れ て い た 恍 惚,夢 幻 の 世 界 で あ る 。8歳 で 母

を,13歳 で 父 を亡 く し たWordsworthは,自 然 の 世 界 に 入 り こ む こ と に

よ り人 間 界 の 淋 レ さ,悩 み を 解 消 し,自 然 の 中 で 人 生 の 光 明 ・ 歓 喜 を 覚.

え た 。Nuttingの 詩 で は 森 の 中 に 聖 霊 の い る こ と を 感 じ,自 然 が 霊 的 な

存 在 で あ る と考 え た 。"-forthereisaspiritinthewoods"〔6)

TinternAbbey(LinesComposedaFewMilesaboveTiliternAbbey)に の べ

ら れ て い る よ う・に,自 然 は 少 年 時 代 のWordsworthに と っ て"appetite,:

feelingand .alove,"(7)で あ り"Ofallthemightyworld/Ofeye,andear,

‐bothwhaf .theyhalfcreate,/Andwhatperceive,wellpleasedtorecog-

vise/lnnatureandthelanguageofthesense/The.-anchor-ofmypurest

thoughts,the`nurse,/Theguide,theguardianofmyheart,andsoul/Ofall

mymoralbeing."(8}で あ う た 。 そ し て,又 彼 の 見 る 自 然 は す べ て 天 上 の

光 に 包 ま れ,さ な が ら 夢 の 輝 や き と あ ざ や か さ と共 に あ ら わ れ て 来 る ¢)

だ っ た 。"Therewasatimewhenmeadow,grove,andstream,/Theearth,
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andeverycommonsight,/Tomedidseem/apparelledincelestiallight,/

Thegloryandthefreshnessofadream"191と こ ろが"Whitherisfledthe

visionarygleam?/Whereisitnow,thegloryandthedream?"{'°fと 幻 影 の

光 の去 った ことを歎 いてい る。 このTotheCuckooに 於 ける"visionary

hours"は,す べ てに"visionarygleam"を 感 じた少年時代 の ことで,

cuckooの 声 は詩 人 にそ の少 年時代 を まざまざ と想 い出 させ て くれ るの

だ った。

St.IVで はcuckooが 大 人 になった詩人に とって もまだただの鳥ではな

く,目 に見えない神秘的 な存在で,愛 する もので ある。

St.Vで 詩 人 は,少 年時代 に この声 の主 を求 めてあ た りを探 した 自分

を想 い出 してい る。 この"schoolboydays"は 彼 のHowksheadSchool

時 代 の こ とで,こ こでの9年 間(1778～87)はThePreludeに 書 か れて

いる ように,彼 に多 くの記憶 を残 している。

St.VIは,少 年 の彼 はcuckooの 姿 を求めて森や野原 をさまよったが,

今 で もこの鳥は 自分に とって目に見 えない希望,愛,あ こがれ とい った

抽象的 な ものであ る。 目に見 えない ものへのあこがれ とい うのは,ロ マ

ン派詩 人の特色 の1つ である。

St.VII,今 現 在cuckooの 声 を きいていると,詩 人 は再び"goldentime"

す な わ ち最 も楽 しくす ば らしか った時代,visionarygleamに す べ てが

包 まれ,自 然の中に栄光,神 秘 を見出 した,想 像力 にあふれ輝や きにみ

ちた時代 を想い出す のである。

St.VIIIは 昔 を回想 し,歓 喜 にみ ちた詩 人がcuckooに よ びか け,今 自

分の いるこの地が,昔 自分 が感 じた幻想の国の ように思 われ,そ の世界

こそ は姿 の見え ない神秘的 なあこがれであるcuckooの 住 むの にふ さわ.

しい夢 の世界 で ある とのべ る。cuckooはWordsworthに と って少年 時

代 を回想 させ る"goldentime"のsymbolで あ り"visionaryhoursof

schoolboydays"のimageで あ る。
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この詩 に於てWordsworthは,大 人 になって き くcuckooの 声 に, 、"My

heartleapsup"の 詩 にあ る ように虹 をみて心 をお どらせ た幼い,日 と同

じ気持 を感 じる自分の心 に,大 きな喜 びを感 じている ことをうた ってい

る。それ は自分の 自然 に対 する感動 が年 をとって も変 らない とい う,常.

に 自然 に対す る"naturalpiety:e(11)を 失 いた くない とい う詩 人の気持 が こ

こに表 われているとい えよう。

WordsworthのLyricalBallads1802年(第3版)の 序文 に新 し く加 え

られた次 の文 がある。

 "P
oetry is the image of man and nature." 

 "The poet writes under one restriction only
, namely, that of the ne-

cessity of giving immediate pleasure to a human Being possessed of that 

information which may be expected from him, not as a lawyer, a physi-

cian, a mariner, an astronomer or a natural philosopher, but as a man." 

 "We have no sympathy but what is propagated by pleasure: I would 

not be misunderstood; but wherever we sympathize with pain it will be 

found that the sympathy is produced and carried on by subtle  combina-

tions with pleasure." 

 "What then does the Poet? He considers man and the objects that sur -

round him as acting and re-acting upon each other, so as to produce an 

infinite complexity of pain and pleasure:" 

  "He considers man and nature as essentially adapted to each other
, and 

the mind of man as naturally the mirror of the fairest and most  interest 

ing qualities of  nature.'

こ の 序 文 で"私 達 が 共 感 す る の は 喜 び に よ っ て 伝 え ら れ る も の だ け だ"

と い っ て い る よ う にWordsworthは"pleasure"に 大 き な 意 味 を お い て

い る 。 こ の"pleasure"を 最 も よ く 表 わ し た 作 品 がTheDaffodilsぐ`I

wanderedlonelyasacloud")で あ ろ う。
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妹Dorothyの 日記1802年4月15日 に次の ように書 かれて いる。

 "When we were in the woods beyond Gowbarrow park we saw a few 

daffodils close to the water side. But as we went along there were 

more and yet more and at last under the boughs of the trees, we saw that 

there was a long belt of them along the shore, about the breadth of a 

country turnpike road. I never saw daffodils so beatiful they grew among 

the mossy stones about and about them, some rested their heads upon 

these stones as on a pillow for weariness and the rest tossed and reeled 

and danced and seemed as if they verily laughed with the wind that blew 

upon them over the lake, they looked so gay ever glancing ever  chang-

ing.'

Wordsworthは 妹 と 妻 を 伴 い 散 歩 に 出 て 見 か け た こ の 光 景 を,約2年

後 詩 に 表 わ し たるこ れ は 詩 人 が 目 に し た 光 景 を 即 座 に 表 わ す の で は な く,

推 こ う に 推 こ う を 重 ね て そ の 幾 度 か の 回 想 をへ て 詩 人 の 想 像 力 を 加 え て

作 品 と し た も の で,こ の 詩 作 態 度 はWordsworthの1つ の 特 徴 で,序 文

に み ら れ る 次 の 句,"Poetryisthespontaneousoverflowofpowerful

feelings:ittakesitsoriginfromemotionrecollectedintranquillity'>llvと

い う 彼 の 詩 論 を 最 も よ く表 わ し た 作 品 と して 知 ら れ て お り,TheDaffo-

dilsはF.T.Palgraveが 題 し た もの で あ る 。
「

     The Daffodils 

I wandered lonely as a cloud 

That floats on high o'er vales and hills, 

When all at once I saw a crowd, 

A host, of golden  daffodils; 

Beside the lake, beneeth the tree, 

Fluttering and dancing in the breeze.
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Continuous as the stars that shine 

And twinkle on the milky way, 

They stretched in never-ending line 

Along the margine of a bay: 

Ten thousand saw I at a glance, 

Tosing their  heads in sprightly dance. 

The waves beside them danced; but they 

Out-did the sparkling waves in glee: 

A poet  could not but be gay, 

In such a jocund company: 

I gazed—and gazed—but little thought 

What wealth the show to me had brought: 

For oft, when on my couch I lie 

In vacant or in pensive mood, 

They flash upon that inward eye 

Which in the bliss of solitude; 

And then my heart with pleasure fills, 

And dances with the daffodils.

St.1は"lonelyasacloud"と 作 者の孤独 を強張 してdaffodilsの 大 群

との対 比 を試みている。又詩人が空高 く漂 う1つ の雲で あるの に反 し,

daffodilsは 湖 のほ と りに風 にはためき踊 っていてこれ も天 と地の対比で

あ る。そ して ここで用 い られた"golden"の 語 が,こ の詩全体 に明る さ,

輝 か しさを与 えてい る。

St.IIで は,湾 にそって咲 くdaffodilsの 大 群 を,天 の川 に輝 く星 に例

えて いる。詩人が花 を星 に例 えた もの として"LucyPoems"の 一 篇."She
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dweltamongtheuntrodderways"で,Lucyをvioletに 例 え"Aviolet

byamossystone/Halfhiddenfromtheeye!/‐Fairasastar,whenonly

one/Isshininginthesky."⑮ とあるが,こ れはLucyの 孤 独 を強張す るの

に反 し,"milkyway"はdaffodilsの 大 群 を印象づ けてい る。

St.IIIは 湖 の波 とdaffodilsの 対 比,湖 の水 も風 に波立 ち きらめいてい

るが,そ の踊 ってい るよ うに見 える波 よ りもdaffodilsの 方 が"glee"の

点 で まさっているように詩人には見えた。そ して この ように楽 しげ な仲

間をみ ると,孤 独 な詩人 も又楽 し くな らざるをえない と,風 に吹か れて

あた か も楽 しげに踊 ってい る ように見 えるdaffodilsに 心 を奪 われ る詩

人の喜 びが表現 されている。そ してその光景 を じっと眺め るが,そ の時

は自分 にどんな"wealth"を 与 えて くれたか は全 く気づかなかった。

St.IVは そ の"wealth"(貴 重 な もの)に ついてのべた もので,す なわ

ち詩 人が物思い に沈んでい ると,そ の光景 が詩 人の"inwardeye"に ひ

らめ き想い出 されて詩人 の心 は喜び に一杯 にな り,詩 人の心 もdaffodils

と一 緒 に踊 るの だった。 ここで"inwardeye/whichisblissofsolitude"

と あ るのは,Wordsworthは 孤 独 である時 この内な る心 の 目が活躍 し,

想 像力が働 き,過 去の出来事 が回想 され,浄 化 され詩 に表わす ことが 出

来 た。彼 に とって"solitude"は 意 味深い ことで,孤 独 であ る時彼 は自

然 と融合 出来,よ り深 く自然 を理解す るこ とが出来た。そ して過去 を回

想 して詩作す ることは,詩 人に とって大 きな喜 びであ るため"solitude"

は詩 人 に とって"bliss"で あ る。 ここは前述 の"詩 は静か な気分 の時

に想 い起 こされた感動 にその起源 を発す る"と い う彼 の詩論 をよ く表 わ

してい る作 品で ある。Wordsworthは1人"vacant"で"pensivemood"

で い る時,詩 人の凝縮 された記憶が浄化 され"inwardeye"に"flash".

して 作品が生 まれるので あった。このSt.IVで,詩 人の心 も喜 びに満 ち,

黄 水仙 と共 に踊 るとい う大 きな歓喜で結 ばれているが,こ の"pleasure"

こ そ詩人が大切 に して いる もので,daffodilsを み た時"apoetcouldnot
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butbegay"で あ っ た が 後 に 回 想 す る こ と に よ っ て,詩 人 の 心 は そ の 時

に``myheartwithpleasurefills/anddanceswiththedaffodils"と い う

明 る い 陽 気 な 句 で 終 っ て い る 。

こ の 作 品 で 注 目 す る 点 は,各4章 全 て に"dance"と い う語 が 用 い ら

れ て い る こ と で"Flutteringanddancinginthebreeze.(1.6)1'"Tossing

theirheadsinsprightlydance,{1.12)""Thewavesbeside.themdanced,

(1.13)""Anddanceswiththedaffodils.(L24)と こ れ が こ の 詩 に 快 活 さ,

軽 快 な 動 き を 与 え,"pleasure"を 一 層 強 張 す る も の と な っ て い る 。 こ

の"pleasure"こ そ がWordsworthに と っ て の"wealth"で あ り,danc-

ingdaffodilsは 詩 人 の"pleasure"の 代 表 と も い え よ う 。

英 国 湖 水 地 方 の 自 然 美 を こ よ な く美.し く と ら え た も の,詩 人Word-

sworthの 詩 作 態 度 を よ く表 わ し た 作 品 と し て,又 序 文 で 述 べ て い る

"
pleasure"を こ のdaffodilsか ら得 て 読 者 に 伝 え,全 篇 に 流 れ るdaffo-

dilsと 詩 人 の 歓 喜 が ま ぶ し くあ ふ れ 出 て い る ま さ に"pleasure"そ の も

の の 作 品 で,疑 人 化 さ れ た"goldendaffodils"と 詩 人 が 一 緒 に 踊 る と い

う 表 現 も,読 者 に こ の 上 な い 楽 し さ を 与 え る 作 品 で あ る 。

Wordsworth4)TheDaffodilsと 比 較 さ れ る の がRobertHerrick(16世

/
紀から17世紀へかけての英国の詩人)の 次の作品で

    To Daffodils 

Fair Daffodils, we weep to see 

 You haste away so soon; 

As yet the early-rising sun 

 Has not attain'd his noon. 

   Stay, stay, 

 Until the hasting day 

   Has run 

 But to the ever-song;
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And, having pray'd together, we 

 Will go with you along. 

 We have short time to stay, as you; 

 We have as short a Spring; 

As quick a growth to meet decay, 

  As you, or anything. 

   We die, 

  As your hours do, and dry 

   Away 

  Like to the summer's rain, 

Or as the pearls of morning's dew, 

  Ne'er to be found again.

こ の 詩 はdaffodilsを み て 人 生 の は か な さ を 歎 い た も の で,Word-

sworthが 大 き なpleasureを 感 じ た の に 反 し,Herrickは 花 の しお れ る こ

と を 思 い"weep"す る 。 こ こ に は 悲 し み,は か な さ 以 外 の 何 のplea-

sureも え が か れ て い な い 。Wordsworthのdaffodilsは し お れ る こ と な

く詩 人 の 記 憶 に と ど ま り,永 遠 に 生 きつ づ け,回 想 さ れ 喜 び を 与 え る も

の で あ る 。daffodilsの 美 はWordsworthに と っ て 永 遠 で あ り,決 して し

お れ る こ と は な い 。Wordsworthの 詩 に は,例 え 悲 しみ が あ っ て も必 ず

そ こ に は 希 望 が あ る 。'彼 はImmortalityOdeの 中 で"visionarygleam"の

失 せ た こ と を 歎 く。"ThethingswhichIhaveseenIcanneverseeno

more."1161``ButyetIknow,wher'erIgo/Thattherehathpastawayaglory

fromtheearth."nnし か し"AndIagaininstrong."{'匐 と 決 し て 歎 い て は い.

な い 。"Whitherisfledthevisionarygleam?/Whereisitnow,theglory

andthedream?≫119)と か つ て のgloryやdreamが 消 え た 後 で も"Ojoy!

thatinourembers/lssomethingthatdothlive,/Thatnatureyetremem一
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bers/Whatwassofugitive!"㈲"Whatthoughttheradiancewhichwas

oncesobright/Benowforevertakenfrommysight/Thoughnothingcan

bringback.the.hour/Ofsplendourinthegrass,ofgloryintheflower;/

Wewillgrievenot,ratherfind/Strengthinwhatremainsbehind;咽 と

Wordsworthは 決 して 歎 き悲 し む こ と な く"後 に残 さ れ て い る も の の 中

に 力 を 見 出 そ う"と い う 態 度 を 失 わ な い の で あ る 。 こ こ にWordsworth

の い う"pleasure"が あ る と 思 わ れ る 。

以 上 詩 人 が 耳 に した 郭 公 の 声 と 目 に した 黄 水 仙,す な わ ち 耳 と 目 の と

ら え た 日常 的 な もの が,詩 人 に い か な る 印 象 を与 え,い か な る 作 品 と な っ

た か 研 究 し て み た も の で あ る 。 そ し て そ れ ら の 作 品 に 流 れ る も の は

"
pleasure"で あ る と い え よ う 。
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